
福島県内の森林でのレクリエーション活動における被ばく線量の試算について

・森林の除染については、第９回環境回復検討会(平成25年8月27日)で示された「森林にお
ける今後の方向性」に従い、住居等近隣の森林(エリアＡ)や日常的に立ち入る森林(エリア
B)については除染を実施している。

・しかし、原発事故以降、福島県内では、放射線の健康影響を懸念して、森林でのレクリ
エーション活動を控える動きがある。

・このようなことから、レクリエーション活動を行う者が、放射線リスクの検討の参考となるよ
う、県内の森林の空間線量率の分布（次ページ）を基に、７地方(振興局)ごとの空間線量
率の中央値等を算定し(下図)、更に活動パターン等を想定し、年間被ばく線量を試算した。

平成２７年６月 環境省 除染チーム

図．森林（避難指示区域を除く）における空間線量率
第9次航空機モニタリングの値(平成26年11月7日の値)を平成27年3月31日
の値に減衰補正し、７地方ごとに算定。
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参考図．森林(避難指示区域を除く) の空間
線量率ごとの測定メッシュ数の分布

７地方ごとの分布は参考資料１の図２を参照。

① 概要、航空機モニタリングに基づく７地方の空間線量率の算定



凡 例

避難指示区域

地域区分

市町村境界

空間線量率

第9次航空機モニタリングの値（平成26年11月7日の値）を平成27年3月31日の値に減衰補正
図中の白地 ： 森林以外の土地利用（森林に該当するかは、国土交通省「国土数値情報森林
地域データ(平成23年度)」による）
▲(赤色)：うつくしま百名山

参考図．森林の空間線量率
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② 森林の空間線量率マップ
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老年者 40 35

壮年者 130 114
子ども 20 18

冬山登山
山スキー

壮年者 48 24

老年者 54 54
壮年者 16 16
老年者 26 26
壮年者 22 22
老年者 36 36
壮年者 96 96

山遊び 子ども 105 105

老年者 156 151

壮年者 312 272
子ども 125 123

合計

登山

山菜採り

きのこ狩り

渓流釣り

・活動は「登山」など６種類とし、年間を通じ「壮年者」はほぼ毎週活動するなど、福島県内の
森林内において頻繁に活動することを想定し、対象者ごとに年間活動時間(h/y)を設定した。

表．年間活動時間 [単位：h/y]
対象者の居住地域ごとの活動時間であり、
活動地域は異なることがあることに注意

表．想定した活動パターン

1日8時間を屋外活動可能とすると、1
年では2920時間。これをベースとして
の比率は、老年者で約5％、壮年者で
約10％、子どもで約4％。 3

③ 活動パターンの想定と年間活動時間の算定

老年者 4～11月に1日/月　(8日/年)

壮年者
4～6月に8日/3月、7～8月に7日/2月、9月に3日/月、
10～11月に8日/2月 （26日/年)

子ども 4～11月で1日/2月　(4日/年)
会津と南会津の山が6時間/日、他地方の山が4時間/
日
40％を居住地、残り60％（10％ずつ）を他地方

活動日数 壮年者
会津、南会津：12～3月に2日/月　(8日/年)
他地方：12～3月に1日/月　(4日/年)
6時間/日
会津50％、南会津50％

老年者
4～6月に1日/週、ただし4月下旬～6月上旬の7週間は
3日/週 (27日/年)

壮年者 4～6月で8日/3月 (8日/年)
2時間/日
居住地

老年者 9～11月に1日/週　(13日/年)
壮年者 9月に3日/月、10～11月に8日/2月 (11日/年)

2時間/日
居住地

老年者 4～9月に1日/月 (6日/年)

壮年者
4～6月に7日/3月、7～8月に7日/2月、9月に2日/月
(16日/年)
6時間/日
会津と南会津が各25％、残り50％(10％ずつ)を他地方

活動日数 子ども
4～6月に 2日/週×13週、7～8月に 4日/週×9週、
9～11月に 2日/週×13週、12～3月に 1日/週×17週
(1時間/日×105日/年＝105時間/年)
1時間/日
居住地

子どもの
山遊び

登山

冬山登山
山スキー

山菜採り

きのこ狩り

渓流釣り
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活動日数

活動日数

活動日数

一日の活動時間

一日の活動時間

一日の活動時間

遊び場

釣り場

一日の活動時間

一日の活動時間
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登山等の箇所

採取箇所

採取箇所

一日の活動時間



・各活動ごとに、活動場所の空間線量率(μSv/h)×年間活動時間(h/y)の式で被ばく線量を
算出し、地方区分、対象者区分ごとに各活動の被ばく線量の総和を求め、年間被ばく線量
とした(下図)。

・空間線量率を平均的に設定した場合で被ばく線量が最高となるのは、相双地方の壮年者
で年間0.060mSvとなった。また、空間線量率を保守的に設定した場合で線量が最高となる
のも、相双地方の壮年者で年間0.14mSvとなった。(詳細は参考資料１の表５を参照)

図．森林(避難指示区域を除く)のレクリエーションでの年間被ばく線量 [単位：mSv]

(1) 空間線量率が平均的設定（中央値）の場合 (2) 空間線量率が保守的設定（90パーセンタイル値）の場合
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④ 年間被ばく線量の算定

【参考】 うつくしま百名山の各山を登山した場合の被ばく線量は、登山１回あたり、平均で
0.0009mSv、最大で0.0055mSvと推計 → 参考資料１の参考１を参照


